
埼玉県公安委員会規程第５号 

 探偵業営業所に立ち入る警察職員身分証明書取扱規程を次のように定める。 

  平成19年５月30日 

                              埼玉県公安委員会委員長  

   探偵業営業所に立ち入る警察職員身分証明書取扱規程 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、探偵業の業務の適正化に関する法律（平成18年法律第60号。以下「法」 

 という。）に定める探偵業営業所への立入検査を行う警察職員の身分証明書に関し必要な事 

 項を定めるものとする。 

 （身分証明書） 

第２条 法第13条第２項に規定する身分を示す証明書は、身分証明書（別図）とする。 

２ 警察職員は、法第13条の立入検査を行うに当たっては、身分証明書を携帯し、関係者に提 

 示しなければならない。 

 （指定及び交付申請） 

第３条 生活安全部保安課長（以下「保安課長」という。）及び警察署長 （以下「署長」と 

 いう。）は、探偵業の事務担当者を指定し、身分証明書交付申請・再交付申請・返納書（別 

 記様式第１号）により、署長にあっては生活安全課長を経て、埼玉県公安委員会（以下「公 

 安委員会」という。）に交付申請をするものとする。 

 （注意義務） 

第４条 警察職員は、身分証明書を紛失、汚損又は破損（以下「紛失等」という。）しないよ 

 うに丁寧に取り扱わなければならない。 

 （紛失等の報告） 

第５条 警察職員は、身分証明書を紛失等したときは、直ちに所属長に報告しなければならな

 い。 

２ 保安課長及び署長は、前項の報告を受けたときは、直ちに紛失等のてん末を調査し、必要

 な措置を講じるとともに、署長にあっては保安課長を経て、公安委員会に報告しなければな

 らない。 

 （再交付申請） 

第６条 保安課長及び署長は、身分証明書を紛失等した所属の警察職員に再交付の必要がある



 と認めたときは、身分証明書交付申請・再交付申請・返納書により、署長にあっては、保安

 課長を経て、公安委員会に再交付申請をするものとする。 

２ 警察職員は、身分証明書の記載事項に変更が生じたときは、速やかに所属長に申し出なけ

 ればならない。 

３ 保安課長及び署長は、前項の申出を受けたときは、身分証明書交付申請・再交付申請・返

 納書により、署長にあっては保安課長を経て、公安委員会に再交付申請をするものとする。 

 （返納） 

第７条 警察職員は、配置換え、分掌換え、退職、失職又は免職となったときは、速やかに身

 分証明書を所属長を経て、公安委員会に返納しなければならない。 

  なお、紛失した身分証明書を発見したときは、速やかに当該発見に係る身分証明書を所属

 長を経て、公安委員会に返納しなければならない。 

２ 保安課長及び署長は、所属の警察職員が身分証明書を返納するとき又は所属の警察職員が

 死亡したときは、紛失した身分証明書が発見された場合を除き当該警察職員に係る探偵業の

 事務担当者の指定を解除し、身分証明書交付申請・再交付申請・返納書に当該身分証明書を

 添付して、署長にあっては保安課長を経て、公安委員会に送付するものとする。 

 （点検） 

第８条 保安課長及び署長は、交付を受けた所属の警察職員の身分証明書を点検し、その取扱

 いの適否を確かめなければならない。 

 （身分証明書台帳及び身分証明書管理簿） 

第９条 保安課長は、身分証明書台帳（別記様式第２号）により、身分証明書の交付、再交付

 及び返納の状況を明らかにするものとする。 

２ 保安課長及び署長は、身分証明書管理簿（別記様式第３号）により所属の警察職員に交付

 されている身分証明書を管理するものとする。 

   附 則 

 この規程は、平成19年６月１日から施行する。 

   附 則（平成27年３月６日公安委員会規程第３号） 

 この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

 










